
●生成 AI サービスとは 

専用の人工知能を利用して、文章、画像、音声、プログラムコード、構造化データなどさまざまな

コンテンツを生成すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●文字の自動生成・回答をする主なもの 

ChatGPT（OpenAI 社【2021 年 9 月までのデータ】）、BingAI（マイクロソフト社）、Bard（Google 社） 

●その他、画像（イラスト）・動画・音楽・3D データ・人の声等の生成 AI サービスがある。 

 例：NHK ニュースの AI 自動音声読み上げ 

●試しに ChatGPT に聞いてみました⇩ 

ここに聞きたい文章を入力 
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●試しに ChatGPT を使って「桃太郎」の感想文を作ってみました⇩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校現場で ChatGPT を使うメリットとデメリット 【NHKnews ウェブサイトより】 

メリット 

・文章や画像を自動的に作り出すことができるので、教員の業務や授業の準備を効率化することができる。 

・生徒の質問に迅速に回答することができるので、生徒の学習意欲や理解度を高めることができる。 

・創造性豊かなアイデアや意見を提供することができるので、生徒の表現力や思考力を育むことができる。 

デメリット 

・間違った情報や不適切な内容を生成する可能性があり、教員や生徒が常に確認や修正を行う必要がある。 

・個人情報や著作権の保護に関する法律に違反する恐れがあり、使用に際しては注意や規制が必要になる。 

・人間の感情や倫理観を持たないので、生徒が AI に依存しすぎたり、AI の判断を理解できていないのに信

じきってしまう危険性がある。 
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投票率

18～19歳 20代 30代 40代 50代 60～79歳 80歳以上

市議会議員選挙 平成25年10月 55%

定数22名 平成29年10月 55% 39% 25% 36% 46% 56% 73% 56%

任期4年 令和3年10月 48% 23% 26% 32% 32% 48% 61% 47%

平成21年4月 60% 29% 41% 54% 65% 72% 58%

平成25年4月 46% 22% 27% 33% 49% 60% 57%

定数1名 平成29年4月 49% 29% 23% 33% 40% 53% 64% 50%

任期4年 令和3年4月 立候補者1名により無投票

県会議員選挙 平成27年4月 44% 20% 23% 28% 52% 60% 46%

定数2名 平成31年4月 42% 24% 19% 23% 27% 43% 58% 46%

任期4年 令和5年4月 38% 14% 12% 32% 28% 36% 55% 38%

※市議会議員の主な仕事：市民の暮らしが良くなるように、市長から提案されたお金の使い道やルールに対して賛成や反対をしたり、ルールなどを提案する

※市長の主な仕事：市民の暮らしが良くなるように、お金の使い道やルールを決めて議会に提案する（山陽小野田市令和5年度予算約314億円）

※県会議員の主な仕事：県民の暮らしが良くなるように、県知事から提案されたお金の使い道やルールに対して賛成や反対をしたり、ルールなどを提案する
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選挙の投票に参加する人の

割合を表す数字

年齢別の投票率

市長選挙

山陽小野田市の選挙（市議会議員・市長・県会議員）の投票率



●【スマート農機×梨農家】【ニュースサイト PR TIMES より】  

産学公連携による共同研究～山口市～ 2021 年 1 月 

 

⑴テーマ「スマート農機実装による梨の効率・軽労生産」 

 

⑵プロジェクト体制 

山口農林総合技術センター：プロジェクト統括 

山口東京理科大学：実証試験設計、試験設備設計・製作、データ集計 

東京都の民間企業：運搬支援ロボット技術の提供・改良設計開発・製作 

 

⑶目的 梨栽培農場内で走行が可能な運搬支援ロボットによる梨収穫集荷作業の負荷軽減 

 

 

●大学生が農業に携わることでの効果 【情報サイト「未来開墾ビジネスファーム」より】  

 

・農業への理解： 体験を通して、食べ物への関心が高まり、農業の本質的な楽しみを理解できる。 

 

・心理的効果：自己意識に向き合い、自尊感情を高め、将来展望や就業意識を強める事ができる。 

 

 

●山口東京理科大学の農業サークル「山理科牧場物語」 

 農作物の植え付けから収穫までの体験会を実施 

 

 

●大学生アルバイトを受け入れている市内の農家の声 

2019 年から受入れた大学生の総人数は約 50 名（全て山口大学の学生・主に医学部、工学部） 

 ※現在は 5～10 名が定期的にシフトを組んでアルバイトとして定着している 

 

・受け入れ側のメリット：学生が農業に関心をもってもらうことでやりがいを感じる。地域の高齢

者の農家が普段関わりのない学生と交流することで地域が明るくなる。 

 

・受け入れ側のデメリット：体験の場の提供を大切にしたいが一度に大人数が来ると人件費がかさ

み、農具や作業もなくなる。 

 

・課題：人材確保は学生の繋がりに頼っており、「下級生を連れてきてほしい」と伝えているが、

安定的に確保できるか不透明。 
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